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令和７年度          学 校 関 係 者 評 価 （ 報 告 ） 

学校関係者からの評価・意見等※ 

○ 地元就職の希望があっても、上級学校卒業後に実現することが少ない。将来への「種ま

き」として、地元企業を紹介する機会を設定することや、教職員が地元企業に対する理解を

深めることが必要ではないか。 

 

○ 学校所在地の福祉関連施設においては、就職者数が少ない状況が続いている。福祉コース

をはじめとして、施設に関する周知等、地元との繋がりを作る機会を設定してほしい。ま

た、卒業生の体験談を在校生に伝えてほしい。 

 

○ 総合的な探究の時間の一環として行っている地元商店街とのコラボレーションを、次年度

以降も継続して、地域連携、地域貢献を進めてもらいたい。 

 

○ 卒業後、進学または就職した先で挫折した時に、高校が「帰る場所」として思い出しても

らえるようになってほしい。 

 

○ 進学結果について、各コースの延長線上にある上級学校に進学した人数や、市内外の内訳

等の情報もあるとよいと思う。 

 

○ 進路なら進路、学校生活なら学校生活とテーマを絞って意見交換を行うと、よりよくなる

のではないか。 

 

○ 生徒の学力向上に努めるべきではないか。 

 

 

 

※「自己評価の結果の内容が適切かどうか」 

「自己評価の結果を踏まえた今後の改善方策が適切かどうか。」 

「学校の重点目標や自己評価の評価項目等が適切かどうか。」 

「学校運営の改善に向けた実際の取組が適切かどうか」などを評価する。 


